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（論文内容の要旨） 
本論文では、 ‘Why Be Moral ’（なぜ道徳的であるべきか）という問い（以
下、 ‘Why Be Moral?’問題）に対して、道徳的であることが実践理性の要求だ
からだ、と答える。以下、本論の要旨を各部、各章ごとに記す。  
 
第I部 ‘Why Be Moral?’問題とは何か？  
 第 I部では、本論文が主題とする ‘Why Be Moral?’問題がどのような問題な
のかを明らかにする。  
 
第１章 問題設定  
 本章では、 ‘Why Be Moral?’問題の問題設定を示す。１・１では、従来の ‘W
hy Be Moral?’問題の議論のなかで、「なぜ…か」、「べき」、そして「道徳
的である」という表現のそれぞれの意味と主語の省略という点に関して論者た














第２章 ‘Why Be Moral?’問題小史  
 本章では、これまでの ‘Why Be Moral?’問題の歴史的背景を明らかにする。
２・１では ‘Why Be Moral?’問題が古代ギリシアにまでさかのぼる問題である
ことを確認する。２・２では、中世においても ‘Why Be Moral?’問題に関連す




第II部 ‘Why Be Moral?’問題の前提  




























者のアプローチは、第 III部で、後者のアプローチは第 IV部で考察する。  
 
第III部 自己利益の観点からの理由  

































ジレンマを解消できない。そこで第 IV部では、もう一つの解消法を試みる。  
 


































ダーウォルの最近の議論を検討し、 ‘Why Be Moral?’問題に対して答えようと
するダーウォルの論証にも問題があることを示す。  
 












次章以降では、このアイデアを展開し、 ‘Why Be Moral?’問題に答えてゆく。  
 
























































































        
（論文審査の結果の要旨） 

























第2部においては、 ‘Why Be Moral?’問題を疑似問題であると考える二つの立
場が考察される。従来、道徳的でなくてもよいという立場と、道徳的である





第3部では、 ‘Why Be Moral?’問題に積極的に解答を与えようとした試みの代表
として、自己利益の観点からの説明が考察される。この、古くはホッブズによ


































ねないという問題がある。また、 ‘Why Be Moral?’問題を純粋なメタ倫理学
的問題と規範倫理学的問題にまたがるものであるという認識に基づく論者の
議論は、本論文を豊かなものにしていることは確かであるとしても、さらに
は幾多の他の道徳内の「理論」に対して自らを正当化しえたとしても、はた
して「合理的エゴイスト」のような特異な存在に対して決定的な説得力をも
ちうるかという点にはいささかの疑問が残る。しかしこれらは、論者の今後
の精進によって必ずや補われるはずのものであり、直ちに本論文の画期的な
意義を損なうものではない。以上、審査したところにより、本論文は博士 (文
学 )の学位論文として価値あるものと認められる。なお、平成 27年5月8日、
調査委員3名が論文内容とそれに関連した事柄について口頭試問を行った結
果、合格と認めた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
